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○田中管理課長 ただいまよ り 、 令和３ 年度第２ 回東京都公園審議会を 開催いたし ます。 

 委員の皆様には、 お忙し い中を ご出席いただき 、 誠にあり がと う ござ います。  

 私は、 本日の進行を 務めさ せていただき ま す、 建設局公園緑地部管理課長の田中でご

ざいます。 どう ぞよ ろ し く お願いいたし ます。  

 それでは、 座っ て進めさ せていただき ます。  

 初めに、本日の審議会は、新型コ ロ ナウイ ルス感染症対策の観点から 、Ｚ ｏ ｏ ｍを 用い

たテレ ビ 会議形式によ る 開催と さ せていただいており ます。  

 髙梨委員、 梅沢委員、 本日は代理出席を いただいており ま す東京財務事務所長の笹本

委員につき まし ては、 東京都庁第３ １ 階の特別会議室にお集まり いただいており ますが、

その他の委員の皆様にはテ レ ビ 会議でご参加いただいており ま す。 委員の皆様には何か

と ご不便を おかけする こ と も ある かと 存じ ま すが、 何と ぞご理解いただき ま すよ う 、 よ

ろ し く お願いいたし ま す。  

 本日の審議会は、 １ ６ 名の委員のう ち １ ４ 名の出席を いただいており ます。 東京都公

園審議会条例第８ 条に規定さ れた定足数である 半数、 ８ 名を 超える 委員の出席を いただ

いており ますので、 現在ご出席の委員で審議に入ら せていただき ます。  

 本日の審議会は「 東京都公園審議会の運営に関する 要綱」 第３ に基づき まし て、会議を

公開で行う こ と と し ており ま す。 傍聴者の傍聴を 認めており ま すので、 あら かじ めご了

承願います。  

 本日、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症拡大防止の観点から 、 傍聴者の間隔を 十分に空ける

座席配置と する ために、 傍聴者は別室にて審議の状況を 視聴し ていただいており ま す。

なお、 報道関係者の取材を 受けており ま すが、 議事が始ま る 前ま で撮影及び録音を 認め

ますので、 ご了承願います。  

 次に、 Ｚ ｏ ｏ ｍによ る テレ ビ 会議に当たっ てのお願いでござ います。  

 ご発言さ れる 場合を 除き ま し て、 お手元のパソ コ ン 端末など のミ ュ ート 機能を オン に

し ていただき ま すよ う お願い申し 上げま す。 ご発言いただく 際には、 ミ ュ ート 機能を オ

フ にし ていただき ま し て、 手を 挙げて、 お名前を おっ し ゃ っ てから ご発言下さ いま すよ

う お願い申し 上げます。 何と ぞご協力のほど、 よ ろ し く お願いいたし ま す。  

 また、本日、皆様にご覧いただく 資料につき ま し ては、Ｚ ｏ ｏ ｍの画面上に表示さ せて

いただき ます。  

 それでは、 審議会の開催に当たり ま し て、 建設局長の中島高志よ り ご挨拶申し 上げま
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す。  

○中島建設局長 東京都建設局長の中島でござ います。  

 本日は、 委員の皆様には、 大変お忙し い中、 東京都公園審議会にご出席いただき ま し

て、 誠にあり がと う ございます。 また、 平素よ り 東京都の公園緑地行政につき まし て、 ご

高配を 賜り まし て、 厚く お礼申し 上げます。  

 今回、 審議会の委員の改選がござ いま し て、 多く の応募の中から 選ばれま し た都民委

員を 含めま し て、 ９ 名の新たな委員を お迎えする こ と と なり ま し た。 ど う ぞよ ろ し く お

願いいたし ます。  

 建設局では、 ８ ３ 公園、 約２ ， ０ ０ ０ ヘク タ ールの都立公園を 所管し ており まし て、 そ

の拡張整備や防災機能の強化、 また、 時代に即し た管理・ 連携によ る 多面的活用など、 多

く の施策に取り 組んでいる と こ ろ でございます。そう し た中で、本日は、都市計画小田良

谷戸公園の整備計画について、 新たに諮問さ せていただき ます。  

 こ の公園は東京のみどり の骨格の一つである 多摩丘陵に位置し ま し て、 谷戸の水田や

雑木林など 、 里山の面影を 色濃く 残し ている と こ ろ でござ いま す。 こ う し た環境を 生か

し ながら 、 広く 都民に利用し ていただけま すよ う 、 整備計画を ご審議し ていただく も の

でございます。  

 今後と も 、東京都の公園緑地行政につき まし て、 一層のご指導、ご鞭撻を 賜り ますよ う

お願い申し 上げまし て、私の挨拶と さ せていただき ます。本日は、ど う ぞよ ろ し く お願い

申し 上げます。  

○田中管理課長 審議に入り ま す前に、 委員の皆様を ご紹介申し 上げま す。  

 画面またはお手元の名簿を 併せてご覧下さ い。  

 今年の６ 月の任期満了に伴いま し て、 新たに委員を お願いし たと こ ろ でござ いま す。

それでは、 画面に投影し ており ます委員名簿に沿っ て委員の皆様を ご紹介いたし ます。  

 石川永子委員でござ います。  

○石川委員 石川でございます。 どう ぞよ ろ し く お願いいたし ます。  

○田中管理課長 一ノ 瀬友博委員でございます。  

○一ノ 瀬委員 慶應義塾大学の一ノ 瀬です。 今期から になり ま すけれど も 、 ど う ぞよ ろ

し く お願いし ます。  

○田中管理課長 押田佳子委員でござ います。  

○押田委員 日本大学の押田です。 ど う ぞよ ろ し く お願いいたし ます。  
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○田中管理課長 斎藤馨委員でございます。  

〇斎藤です。 よ ろ し く お願いいたし ま す。  

 坂井文委員でございますが、 本日はご欠席と なっ ており ます。  

 髙梨雅明委員でござ います。  

○髙梨委員 髙梨でございます。 よ ろ し く お願いいたし ます。  

○田中管理課長 服部津貴子委員でございます。  

○服部委員 服部でございます。 どう ぞよ ろ し く お願いいたし ます。  

○田中管理課長 羽山伸一委員でござ います。  

○羽山委員 羽山でございます。 よ ろ し く お願いいたし ます。  

○田中管理課長 藤田直子委員でござ いますが、 本日はご欠席と なっ ており ます。  

 八塩圭子委員でござ います。  

○八塩委員 よ ろ し く お願いいたし ま す。  

 続き まし て、 柳井重人委員でございます。  

○柳井委員 今期から お世話になり ま す、千葉大学の柳井です。よ ろ し く お願いし ます。  

○田中管理課長 梅沢恒夫委員でござ います。  

○梅沢委員 今回から 来まし た、 都民委員の梅沢と 申し ます。 よ ろ し く お願いし ます。  

○田中管理課長 西川圭子委員でござ います。  

○西川委員 私も 今回から と なり ます、 西川と 申し ます。 よ ろ し く お願いいたし ます。  

○田中管理課長 東京都議会環境・ 建設委員会委員長、 曽根はじ め委員でございます。  

○曽根委員 都議会の環境・ 建設委員長の曽根はじ めと 申し ま す。 ど う ぞよ ろ し く お願

いし ます。  

○田中管理課長 財務省関東財務局東京財務事務所長、 笹本純雄委員でござ いま すが、

本日は代理で、 第５ 統括国有財産管理官、 熊谷章様にご出席いただいており ます。  

○熊谷委員代理 東京財務事務所、 笹本の代理で出席し ており ま す熊谷と 申し ま す。 ど

う ぞよ ろ し く お願いいたし ます。  

○田中管理課長 国土交通省都市局公園緑地・ 景観課長、五十嵐康之委員でございます。  

○五十嵐委員 国土交通省の五十嵐でございま す。 よ ろ し く お願いいたし ます。  

○田中管理課長 公園審議会幹事につき ま し ては、 画面ま たはお手元資料の「 東京都公

園審議会幹事名簿」 のと おり でございます。 あり がと う ございまし た。  

 続き まし て、 画面ま たはお手元の次第に従いまし て、 進めさ せていただき ます。  
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 初めに、 当審議会の会長並びに副会長の選任につき まし てお諮り いたし ます。  

 会長並びに副会長は、 公園審議会条例第５ 条第２ 項に基づき 、 委員の皆様方によ り ま

し て互選を いただく こ と になっ ており ます。  

 それでは、 いかがでございま し ょ う か。  

○斎藤委員 斎藤ですけれども 、会長ですが、前期に引き 続いて、都市公園行政に長年関

わっ ている 髙梨委員にお願いし てはど う でし ょ う かと 提案し ま す。  

○田中管理課長 ただいま 斎藤委員よ り 、 髙梨委員に会長を お願いし てはど う かと いう

ご提案がございまし た。 皆様いかがでし ょ う か。  

（ 異議なし ）  

○田中管理課長 あり がと う ございま す。  

 それでは、 特にご異議がないよ う でござ いま すので、 髙梨委員に当審議会の会長を お

願いいたし ます。  

 それでは、 髙梨会長に一言ご挨拶を いただければと 思います。  

○髙梨会長 髙梨でございます。 座っ たまま失礼いたし ます。  

 ただいま ご推挙を 賜り ま し て、 会長を 務めさ せていただく こ と になり まし た。 よ ろ し

く お願いいたし ます。  

 何分、微力ではございま すけれど も 、 各委員の皆様のご協力を 得ながら 、こ の会の円滑

な進行に努めてま いり たいと 思いま す。 ど う ぞ、 ご協力のほど よ ろ し く お願いいたし ま

す。  

○田中管理課長 どう も あり がと う ございます。  

 それでは、 今後の会の運営は会長にお願いし たいと 思います。  

 それでは、 髙梨会長、 よ ろ し く お願いいたし ます。  

○髙梨会長 それでは、 副会長の選任を いたし たいと 思います。  

 東京都公園審議会条例によ り ま すと 、 委員の方の中から 選任いただく こ と になっ てお

り ますが、 いかが取り 計ら っ たら よ ろ し いでし ょ う か。 お諮り いたし ま す。  

○斎藤委員 斎藤ですけれど。  

○髙梨会長 どう ぞ、 よ ろ し く お願いいたし ま す。  

○斎藤委員 副会長は、会長に何かあっ たと き など 、いろ いろ あり ますので、会長から 一

任し ていただく と いう のがよ ろ し いかと 思いま すが、 いかがでし ょ う か。  

○髙梨会長 ただいま 斎藤委員から 、 会長一任と のご提案がござ いま し た。 いかがでご
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ざいまし ょ う か。  

（ 異議なし ）  

○髙梨会長 あり がと う ござ いま す。 ご異議がないよ う ですので、 私から 副会長を 指名

さ せていただき たいと 思います。  

 それでは、 柳井委員にお願いし たいと 思いま す。 よ ろ し く お願いいたし ます。  

 それでは、 柳井副会長に一言ご挨拶を いただき たいと 思いま す。 よ ろ し く お願いいた

し ます。  

○柳井副会長 副会長を 仰せつかり ま し た千葉大学の柳井です。 ど う ぞよ ろ し く お願い

し ます。髙梨会長を サポート し ながら 、 き ち んと し た審議会の運営、円滑な運営になる よ

う に力を 尽く し たいと 思いますので、 どう ぞよ ろ し く お願いいたし ます。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。 よ ろ し く お願いいたし ま す。  

 それでは、 お手元の次第に従いまし て、 諮問に移り たいと 存じ ます。  

 事務局から よ ろ し く お願いいたし ま す。  

○田中管理課長  本日は東京都知事から 当審議会へ、 １ 件の諮問がございます。  

 知事に代わり まし て、 建設局長が諮問文を 読み上げさ せていただき ま す。  

 本日は、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症対策の観点から 、 こ れを も ち ま し て諮問文を 髙梨

雅明会長にお渡し し たこ と と さ せていただき ま す。 よ ろ し く お願いいたし ます。  

○中島建設局長 それでは、 私から 読み上げさ せていただき ま す。  

 東京都公園審議会条例第２ 条の規定によ り 、 下記事項について諮問する 。  

 令和３ 年９ 月１ ０ 日。  

 東京都知事、 小池百合子。  

 「 都市計画小田良谷戸公園の整備計画」 について。  

 以上でございます。 よ ろ し く お願い申し 上げます。  

○田中管理課長 それでは、 こ れから 審議に入ら せていただき たいと 存じ ま す。 審議の

進行につき まし ては、 髙梨会長、 よ ろ し く お願いいたし ます。  

 なお、 建設局長でございますが、 公務のため、 こ こ で退席さ せていただき ま す。 ご了承

下さ い。  

○中島建設局長 あり がと う ございま し た。  

○髙梨会長 それでは、 次第に従いま し て（ ４ ） の議事に入り たいと 思います。  

 ただいま 諮問を 受けまし た「 都市計画小田良谷戸公園の整備計画」 について審議を 行
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います。  

 それでは、 事務局よ り ご説明を お願いいたし ます。  

○坂下計画課長 計画課長の坂下と 申し ます。  

 本日は、諮問さ せていただき まし た「 都市計画小田良谷戸公園の整備計画について」 私

から ご説明さ せていただき たいと 思います。  

 画面の共有のほう は大丈夫でし ょ う か。 では、 説明を さ せていただき ます。  

 本日は、第１ 回の諮問と なり 、ご審議を いただく と いう こ と でございますので、まずは

公園の計画地やその周辺の現状など を ご紹介さ せていただき ま し て、 その後に、 整備計

画の策定に当たっ ての大枠の考えと なる 整備方針のたたき 台、 ま た、 その方針を 踏ま え

たゾ ーニン グのたたき 台ま でを お示し し 、 委員の皆様から ご意見を いただき たいと 考え

てございます。 どう ぞよ ろ し く お願いいたし ま す。  

 では、 資料の説明に入り ます。  

 まず、 都市計画小田良谷戸公園の位置及び概要と なっ てござ います。  

 こ の公園は、 右下の案内図にお示し し ていま すと おり 、 東京都の多摩地域南部と なり

ます、 稲城市に位置する 都市計画公園と なっ てございます。  

 左側図の赤い線で囲まれた区域が、 公園の計画区域と なっ てござ いま す。 こ ち ら は平

成９ 年に都市計画決定を さ れており ま し て、 周辺の土地区画整理事業に合わせて公園整

備を 進める こ と と なっ た経緯がござ いま す。 平成２ ３ 年には土地区画整理事業と の整合

を 図る 都市計画変更が行われ、現在、計画面積は約１ ５ ヘク タ ールと なっ てございます。

アク セスと いたし ま し ては、 京王相模原線の若葉台駅から 徒歩で１ ５ 分程度の場所と な

っ てございまし て、 東京都と 川崎市と の都県境の近く にも 位置し てござ います。  

 こ の公園に関連する 計画等について、 ご説明を さ せていただき ます。  

 まず、 東京都の都市計画区域マスタ ープラ ン と の関係についてご紹介いたし ま す。  

 こ のマスタ ープ ラ ン においては、 みど り の骨格を 形成する 丘陵地など に、 みど り の連

続性を 確保する 公園・ 緑地を 配置する と いう こ と が記載さ れてございます。また、エコ ロ

ジカ ル・ ネッ ト ワーク の形成や多様なレ ク リ エーショ ン の場と なる 公園・ 緑地の整備を

推進する こ と と し てございます。  

 また、 左側、 表の中ほど、 緑色の部分でございますが、 東京都と 区市町で策定いたし ま

し た「 都市計画公園・ 緑地の整備方針」 におき まし て、 令和１ １ 年度までに優先的に事業

を 進める 予定の「 優先整備区域」 を こ ち ら の公園に設定し てございます。その図面が右側
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の図面と なっ てござ います。 黒い線で囲ま れた区域が公園の計画区域と なっ てござ いま

し て、 その中の青色と 赤色の区域が優先整備区域と なっ ており ます。  

 青い区域については、 後ほど ご説明いたし ま すが、 現在施行中の土地区画整理事業に

よ り 東京都に換地処分さ れ、公園用地が創出さ れる 予定と なっ てございます。また、赤い

区域については、 現在、 民有地と なっ てございますが、 今後、 将来的に公園と し ての事業

化を 進めていく 予定の区域と なっ てございます。  

 ま た、 地元稲城市の都市計画マスタ ープ ラ ン におき ま し ては、 こ の公園は市民交流の

場と し ての活用や、 里山的な景観を 残す既存の樹林地や農地を 活用し た公園づく り を 目

指すと さ れてございま す。  

 続き ま し て、 都市計画小田良谷戸公園の周辺における 都市計画の状況についてご説明

さ せていただき ます。  

 図面の赤い線で囲ま れた区域が公園の計画区域と なっ てござ います。  

 こ の公園の周辺には、 薄い緑色の着色と なっ てござ いま すが、 低層の住居の用途地域

と なっ ている と こ ろ です。 また、 図面左側、 若葉台駅の周辺においては、 商業地域、 ある

いは集合住宅などの中高層住居の用途地域と なっ てございます。  

 公園の南東側、 青い線に囲ま れた区域がござ いま す。 こ ち ら は稲城小田良土地区画整

理事業の区域と なっ てございま し て、 その一部が公園の計画区域と 重複し ており ますが、

換地によ り 公園用地と なる 予定になっ てござ います。 現在、 こ の土地区画整理事業は令

和５ 年３ 月までの期間を めどに施行さ れる 予定と なっ てございます。  

 また、公園計画区域の北側、 こ ち ら のほう は、都市計画河川と なり ます三沢川と 接する

よ う な形と なっ てござ いまし て、こ の都市計画河川は、現在まだ未施工と なっ ており 、将

来的に河川改修が行われる 予定と なっ てございます。  

 また、 計画区域の西側、 あと 、 北東側におき まし ては、 都市計画道路と こ の公園が接し

てござ いま す。 西側の坂浜平尾線については既に供用さ れており 、 北東側の小田良上平

尾線につき ま し ては、 土地区画整理事業の区域内では整備が完了し てございま すが、 公

園と 接する 部分については、 ま だ道路事業には着手さ れていない状況と なっ てござ いま

す。  

 ま た、 公園の計画区域中央部の濃い緑色の区域につき ま し ては、 稲城市によ っ て特別

緑地保全地区に指定さ れている と こ ろ と なっ てございます。 後ほどご紹介いたし ますが、

こ ち ら は「 稲城ふれあいの森」 と いう 稲城市の青少年健全育成施設と し て、野外活動や自



- 8 - 

 

然体験の場と し て開放さ れている 場所になっ てございます。  

 続き まし て、 計画区域周辺の状況でございま す。  

 計画区域周辺、こ ち ら のほう は、先ほど用途地域でも ご説明いたし まし たが、左の図の

左側、 若葉台駅周辺におき ま し ては、 多摩ニュ ータ ウン 開発によ り ま し て商業施設ある

いは中高層の住宅等が立地し ている 場所になっ てございます。  

 計画区域の西側、 オレ ン ジ色に着色さ れている 部分がござ いま すが、 こ ち ら は都立高

校や中学校、 ある いは大学のグラ ウン ド 、 こ う いっ た学校施設が隣接し ている 状況と な

っ てございます。  

 また、計画区域の東側、水色に塗ら れている 部分がございますが、低層の住宅が中心と

なっ てござ いま し て、 土地区画整理事業の区域に合わせて地区計画も 設定さ れてござ い

ます。  

 その地区計画が右側の図に示し たも のになっ てござ いま し て、 低層住宅のほか、 特徴

的なも のと し ては、黄色で塗ら れている 部分、牧場地区が設定さ れてございます。また、

西側にはオレ ン ジ色に着色さ れており ま す、 沿道地区と し て設定さ れており ま すが、 ス

ーパーなど の複合商業施設が立地し ており 、 こ れら は公園と 近接する よ う な形になっ て

ございます。  

 公園の計画区域は、 こ のよ う な市街化によ る 土地利用の転換が進んでいる 中において、

非常に貴重な緑の拠点と なっ ている よ う な場所でございます。  

 続き まし て、広域的な観点から 、本公園の位置を 確認さ せていただき たいと 思います。  

 こ ち ら は、 多摩丘陵の航空写真と なっ てござ いま す。 多摩川の右岸に緑地が帯状に残

っ ている こ と が分かる かと 思いま す。 こ のよ う に本公園の位置する 多摩丘陵は、 東京の

重要なみど り の骨格の一つを 形成し ており 、 東京都ではこ の緑のネッ ト ワーク を 形成す

る 丘陵地の緑の保全や利用を 推進する ため、 こ れま で拠点と なる 都立公園６ 公園の整備

を 進めてまいり まし た。 赤い丸で示し たのが現在の都立公園の位置と なっ てございます。 

 今回ご審議いただき ます小田良谷戸公園は、 写真中央の赤い塗り 潰し の丸の部分でご

ざ いま す。 多摩丘陵の中でも 最も 都心方面側になる 多摩丘陵東部における 新たな緑の拠

点と なる も のでござ います。 こ う し たこ と から 、 緑のネッ ト ワーク の観点から も 重要な

公園になっ ていく も のと 考えてございます。  

 また、本公園の東側には、清水谷戸緑地と いう 都市計画緑地が設定さ れており まし て、

現時点では事業実施は未定でござ いま すが、 将来的には、 こ の緑地と と も に連携し て多
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摩丘陵の緑の拠点を 形成し ていく も のと 考えてございます。  

 次に、 自然環境についてご紹介いたし ます。  

 まず、地形のご紹介です。黒い線で囲っ ている のが計画区域と なっ てございます。こ の

北側には、 三沢川が西から 東のほう 、 多摩川に向けて流れており ま す。 そう し たこ と か

ら 、 こ の北側のエリ アは河川の後背地と なっ てござ いま し て、 計画区域の中においては

相対的に標高が低い場所と なっ てござ いま す。 また、 比較的緩やかな地形と も なっ てい

る と こ ろ でございます。  

 一方で、 公園の計画区域南側のほう は、 黄色から 赤色のよ う な色が着色さ れてござ い

ま すが、 標高が高く なり 、 先ほど の河川沿いと の標高差は約６ ０ ｍ程度と なっ てござ い

ます。 また、ご覧いただき ますと おり 、丘陵地と し て起伏のある 地形が形成さ れてござい

ます。  

 また、 西側の「 西小田良川」 と 記載さ れている と こ ろ でございますが、 こ こ には谷戸地

形が形成さ れてござ いまし て、 非常に小さ な小川ではあり ま すが、 こ の谷戸の湧水を 水

源と する 西小田良川が流れてございま す。  

 また、 北側、 三沢川につき まし ては、 現在、 お示し し ている 水色は現況の河川と なっ て

ござ いま す。 先ほど ご紹介し たと おり 、 将来的には都市計画河川と し て改修さ れる 予定

になっ てござ いま し て、 こ ち ら のほう は時間当たり 降雨量５ ０ ｍｍの対応の改修が予定

さ れてございます。  

 右に、 その想定の断面図を 示し ており ます。  

 赤い線の部分が改修後の河川断面と なっ てございま し て、 そこ から 右側、 右岸側と な

り ますが、 その区域が現況の河川を 含めて公園の計画区域と なっ てござ います。  

 次に、 植生についてご説明いたし ま す。  

 左側の図を ご覧下さ い。  

 計画区域の南側、薄い緑色の部分が大部分を 占めており ます。こ れは、いわゆる 雑木林

と 呼ばれる コ ナラ 群落と なっ てござ いま し て、 公園の多く の面積を 占める よ う な形と な

っ てございます。  

 こ のコ ナラ 群落におき ま し ては、 右側の写真にあり ま すと おり 、 全国的にも 問題と な

っ ており ま すナラ 枯れの被害がこ ち ら でも 一部見る こ と ができ ま す。 ナラ 枯れはナラ 菌

と 呼ばれる 病原菌が昆虫によ り 媒介さ れ、 被害が広がっ ている も のでございま す。 雑木

林の管理がなさ れず、 こ の昆虫が繁殖し やすい、 特に幹の太い大径木が増えたこ と から
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被害が顕著になっ たと も 言われてござ います。  

 また、西側の西小田良川沿いには、谷戸地形と その湧水を 生かし て、水田や農地などと

なっ てございます。また、北側の三沢川沿いも 同様に水田や畑、果樹園等が見ら れます。

し かし ながら 、 一部は管理さ れない耕作放棄などによ り 、 ク ズある いは竹林のよ う なも

のが広がっ ている こ と も 確認でき ます。  

 全体的には、 丘陵地の自然である 雑木林や谷戸の水田など 、 里山の自然環境が残っ て

いる 場所と 言えます。し かし ながら 、人の手が入ら ず、 里山と し ての二次的自然が保たれ

ず、 一部、 荒廃し ている よ う な部分も 見る こ と ができ ます。  

 続いて、 航空写真から 周辺の植生や土地利用の変化を ご紹介さ せていただき ま す。  

 左側が１ ９ ４ ７ 年、 大体７ ０ 年ぐ ら い前の写真と なり ま す。 右側が２ ０ １ ９ 年と いう

こ と で、 ほぼ現在の状況と なっ てござ います。  

 左側の１ ９ ４ ７ 年の航空写真から は、 計画区域やその周辺において、 かつての農地が

広がり 、 ある いは谷戸の水田、 ある いは燃料の薪を 取っ たよ う な薪炭林など から なる 農

村地域と なっ ている こ と が分かり ます。  

 右側の２ ０ １ ９ 年と なる 現在におき ま し ては、 公園の計画地の周辺の宅地化等が大き

く 進むと と も に、農地や樹林地が減少し ている のが分かる かと 思います。一方、公園の計

画地内は開発の手はほぼ入ら ず、 かつてから の環境を 残し ている 様子が分かり ま す。 し

かし ながら 、 樹林地が非常に広がっ ている と こ ろ と か、 ある いは樹冠が拡大し て非常に

樹木が大き く なっ てき ている よ う な様子も う かがえ、 こ れは里山の雑木林での更新等が

十分に行われていない状況と 考えら れます。  

 続いて、自然環境と し て、生物種について、生き 物に関する 状況を ご説明さ せていただ

き ます。  

 こ れま でご説明さ せていただいたと おり 、 里山と し て丘陵地の自然環境が非常に多く

残さ れており ます。そう し たこ と から 、 多く の動植物種が生育・ 生息する こ と が確認さ れ

ており ます。  

 こ の資料に示し ており ま す生物種数は、 計画地だけではなく 、 その周辺も 含めた広範

囲のも のではござ いま すが、 レ ッ ド リ スト に掲載さ れる よ う な絶滅危惧種も 多く 、 キン

ラ ン やオオタ カ 、ト ウキョ ウダルマガエル、ホト ケド ジョ ウなど、こ う し た生物種が計画

地内でも 見る こ と ができ ます。  

 ま た、 稲城小田良土地区画整理事業区域内に生育し ており ま し た絶滅危惧種の植物に
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つき まし ても 、保全を し ていく ため、その一部が公園計画地内に移植さ れており ます。こ

れら の生物種の多く は、 人の手が入っ た里山の自然環境に依存する 種が多く 生育し てい

る と いう こ と が分かり ます。  

 続き まし て、 現地の状況を 写真でご紹介さ せていただき ます。  

 まずは、 計画区域の北側と なる 三沢川周辺でございます。  

 左上の航空写真に撮影地、 撮影方向を お示し し ており ま す。 ①が三沢川の現況と なっ

てございまし て、竹林なども 茂っ ている よ う な様子、そんな状況も 見る こ と ができ ます。

また、 ②や③の写真のよ う に、 水田や畑など、 農業利用を さ れている 状況である と か、 一

部には、 農家など、 住宅や資材置き 場にも 利用さ れている 状況でございます。  

 続いて、 計画区域中央部の状況と なり ます。  

 こ こ は特別緑地保全地区に指定さ れており 、 建築制限等によ り 現状の環境を 保全する

地区と なっ てございま す。  

 ま た、 こ ち ら は稲城市管理の稲城ふれあいの森と なっ ており ま す。 こ こ は昭和５ ８ 年

に開設さ れ、 自然環境を 生かし た青少年健全育成施設と し て、 小学校などの野外教育活

動やレ ク リ エーショ ン 活動に利用さ れている ほか、 一般利用者にも 開放さ れており ます。 

 ①の写真のよ う な雑木林と なっ てござ いま し て、 その雑木林の中に、 ②から ④の写真

にあり ますと おり 、遊歩道やテン ト サイ ト 、炊事場など 、野外活動や自然と 触れ合う ため

の施設が整備さ れており ます。なお、こ の稲城ふれあいの森の区域は、適切な利用と 管理

のほか、環境保全のため柵で囲われ、閉鎖管理さ れており 、常時開放し ている 形態は取っ

てございません。  

 次に、 計画区域の南側と なり ます谷戸や西小田良川周辺の状況の写真でございます。  

 ①の写真のよ う に、 西小田良川沿いには谷戸地形が形成さ れており ま し て、 湧水を 生

かし て水田や畑を 見る こ と ができ 、 その周辺斜面は雑木林と なっ ており ます。 いわゆる

里山を 思い起こ さ せる 景観が形成さ れている こ と がよ く 分かる かと 思います。  

 こ の谷戸は土地区画整理事業の施行区域内と なっ ており 、 事業者である 土地区画整理

組合によ っ て、 ②、 ③の写真にあり ま すよ う に、 地域住民の農業体験の場と し て、 現在、

暫定的に利用さ れており ます。また、水田の一部は地元小学校の教育活動の場と し ても 、

長年、 活用さ れてござ います。  

 また、④の写真を ご覧下さ い。計画区域の西側には、 都市計画道路の坂浜平尾線が整備

さ れてございますが、写真のと おり 、擁壁が設置さ れている など、計画地と の地盤に高低
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差があり 、公園の出入口と なる 箇所は限ら れており ます。また、京王線は高架と なっ てご

ざいまし て、 高架下に西小田良川が流れ、 計画地の南北の連続性は保たれており ます。  

 こ れまで、 計画地と その周辺の現状などについてご説明さ せていただき まし た。  

 こ う し た状況を 踏ま えま し て整備方針を 設定し てま いり ま すが、 ま ずは現状のま と め

や課題等を 整理さ せていただき まし た。  

 まず、 計画地よ り 、 その周辺の現状を まと めますと 、 一つ目と し て、 丘や谷戸など、 起

伏のある 多様な自然地形が残存し 、 里山景観が形成さ れており ます。  

 二つ目と し て、 人の手が入っ た里山の自然環境が残存し 、 里山の自然環境に依存する

動植物も 、 多数、 生育・ 生息し てござ います。  

 三つ目と し て、 谷戸の水田や畑は、 地域の農業体験や地元小学校の教育活動の場と し

ても 活用さ れており ま す。  

 四つ目と し て、 稲城ふれあいの森におき ま し ては、 青少年健全育成施設と し て野外活

動やレ ク リ エーショ ン 活動に活用さ れてございます。  

 五つ目と し て、土地利用転換が進んでいる 中、住宅ある いは商業施設、こ う いっ たも の

が立地し ており ます。 また、 学校や牧場、 農地と いっ た土地利用も 見ら れ、 公園と 近接し

ている 状況になっ てございます。  

 ま た、 課題への対応や求めら れる も のなど と し て、 課題等と し てま と めさ せていただ

き まし た。  

 一つ目と し て、 周辺都市開発が進む中に残る 緑の拠点と なり 、 保全し ていく 必要性が

ある こ と 。  

 二つ目と し て、 こ う し た里山の自然環境、 谷戸地形、 景観、 多様な動植物と その生息・

生育環境の保全、 こ う いっ たも のも 必要であろ う と いう こ と 。  

 三つ目と し て、 里山と し て、 水田や植生の管理など、 継続的な活動を 実施し たり 、 その

担い手を 確保し ていく 、 そう いっ たも のも 必要であろ う と 考えら れます。  

 四つ目と し て、 水田や畑、 既存の樹林地など、 自然的な資源の活用、 ある いは牧場や商

業施設など、 周辺の連携を 図る こ と も 目指すべき ではないかと 考えます。  

 五つ目と し て、 公園と し て多様な世代が楽し める レ ク リ エーショ ン 空間も 創出し てい

く こ と が必要だろ う と 思います。  

 最後と し て、新たな住宅地によ り 増加する 住民がおり ます。また、近隣以外の都民を 含

めた多様な人々の利用や交流、 こ う いっ たも のも 公園と し て求めら れる も のかと 考えて
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ございます。  

 こ う し た現状や課題等を 踏ま えま し て、 小田良谷戸公園の目指すべき 姿のたたき 台と

し て、 三つのポイ ン ト でまと めさ せていただき まし た。  

 お示し し ている 資料の一番下になっ てござ いますが、 こ う し た里山の環境を 踏ま えた

公園と し て「 守る 」 「 楽し む」 「 繋ぐ 」 こ の三つを キーワード と いたし まし た。  

 まず「 守る 」 は、多摩丘陵の生物多様性や里山景観を 保全する と いう 観点から 考えたも

のでございます。  

 中ほどの「 楽し む」 は、 農や自然と の触れ合いの推進、 ある いは公園と し て、 レ ク リ エ

ーショ ン 機能を 充実し ていこ う と 、 こ う し た考えで設定し ています。  

 また、 最後に「 繋ぐ 」 でございます。 こ れは、 周辺のまち が造ら れていく こ と によ り 新

たな住民が増えていく こ と や、 都立公園と し て広域的に多く の都民にご利用いただく こ

と を 踏まえまし て、多様な利用者によ る 交流を 促進し 、また、その交流拠点を 創出し てい

こ う と 、 そのよ う な考えから 設定さ せていただき まし た。  

 今ご説明いたし ま し た目指すべき 姿を よ り 具体化し ていく ため、 こ の公園のテ ーマと

コ ン セプト を 設定する こ と と いたし ま し て、そのたたき 台について、本日、ご提案さ せて

いただき ます。  

 テーマと いたし まし ては、「 多摩丘陵の自然と 農を 生かし 、 様々な人が楽し み、 人々を

つなぐ “ ふる さ と ” と し て受け継がれる 公園」 と 設定いたし ま し た。  

 こ れは、 こ れま で長い間、 多摩丘陵において営ま れてき た里山の暮ら し と 自然と の共

生から 生み出さ れた環境を 次世代につなぎ、 誰も がこ の環境と 身近に触れ合いながら 、

人々のつながり を 大切にし ていく 公園と し たいと いう 思いから 、 こ のよ う なテ ーマと さ

せていただき まし た。  

 こ のテ ーマを 実現する コ ン セプ ト と し て、 先ほど の目指すべき 姿を 参考と し 「 守る 」

「 楽し む」 「 繋ぐ 」 を キーワード と し て、 三つのコ ン セプト を 設定し ており ます。  

 一つ目の「 守る 」 と いたし ま し ては、「 多摩丘陵の生物多様性と 里山景観の保全」 を コ

ン セプト と いたし まし て、 具体的には、 樹林、 水辺など、 既存の生態系や多様な生物種と

その生息・ 生育空間の保全と し ており ます。二つ目と し て、既存の谷戸や丘陵の地形を 生

かし 、 里山景観や環境に配慮し た整備を 推進する こ と を 考えてございま す。  

 二つ目の「 楽し む」 についてでござ います。 こ ち ら では「 自然や農と 気軽にふれあい、

親し む場の提供」 と コ ン セプト を 設定いたし まし て、具体的には、里山での体験活動や環
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境学習等と 継続的な保全活動によ る 自然と の共生を 推進する こ と 。 ま た、 水田など 農や

自然の活用の場と 自由に遊ぶこ と ができ る レ ク リ エーショ ン 空間を 創出する こ と を 考え

てございます。  

 三つ目の「 繋ぐ 」と いたし まし ては、「 地域と と も に様々な世代や主体と の交流を 促進」

と 設定さ せていただき まし た。 具体的には、 地域や世代など を 超えた交流を 生み出す保

全活動やイ ベン ト など の機会を 創出し ていく こ と 。また、公園利用や様々な活動を 支え、

多様な人々の交流を 生み出す拠点の整備を し ていく と いう こ と を 考えてございま す。  

 以上の整備方針のたたき 台を 踏ま え、 地形や自然の特性に加えて、 利用形態など も 考

慮し 、 ゾーニン グのたたき 台と し て三つのゾーン を 設定いたし まし た。  

 まず、一番南側、紫色の場所になり ま す。 こ ち ら は谷戸地形を 中心と する エリ アと なっ

てございまし て、「 谷戸のふれあいゾーン 」 と 設定いたし ま し た。 こ ち ら では、 谷戸の自

然環境や水田等を 生かし た自然や農と のふれあいの空間と 位置付けており ます。  

 こ のゾ ーン では、 谷戸の地形や湧水など を 生かし た、 かつての人々の営みが創出し て

き た多様な環境と 、 そこ に生育・ 生息する 多く の生き 物たち のすみかと し て育ま れたこ

と を 考慮いたし ま し て、 具体的には水田等の里山景観と 多様な動植物の保全を 行っ てま

いり ます。 二つ目と し て、 里山保全活動や管理の拠点を 整備する こ と 。 三つ目と し て、 水

辺と 親し める 空間の整備を 想定し てございます。  

 中央部のオレ ン ジ色の部分、 こ ち ら は稲城市の稲城ふれあいの森と なっ ている エリ ア

でございまし て、「 樹林の学習ゾーン 」と 設定いたし ま し た。こ ち ら では自然体験活動や、

環境学習等の場と なる 稲城ふれあいの森と し て位置付けてござ います。  

 こ のゾ ーン では、 現在の野外教育活動や自然体験の場と し て、 継続し て広く 活用さ れ

ていく こ と を 考慮いたし ま し て、 具体的には、 里山景観と 動植物の保全を 行っ てま いり

ます。 また、 特別緑地保全地区と なる 雑木林を 保全し ていく こ と 。 三つ目と し て、 キャ ン

プや炊事等の野外活動の空間と し ての利用、 こ う いっ たも のを 想定し てございま す。  

 一番北側の水色と なっ ている エリ アでござ います。 こ ち ら は三沢川沿いを 中心と する

エリ アと なっ てございまし て、「 三沢川レ ク リ エーショ ン ゾーン 」 と 設定いたし まし た。

こ ち ら では、 三沢川や西小田良川に隣接する 水辺と 親し める 空間と 位置付けており ます。 

 こ のゾ ーン では、 河川改修によ り 、 三沢川沿いに連続し た歩行者動線が確保さ れてい

く こ と や、河川改修に伴う 敷地造成が見込まれており ます。さ ら に、計画地内の中におい

ては、 比較的地形の起伏が少ないエリ アと なっ ており まし て、また、都市計画道路と も 隣
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接する 箇所であり 、 こ う し たこ と を 考慮し て、 具体的には子供がのびのびと 走り 回る こ

と ができ る 遊び場や草地広場の整備を し ていき たいと 考えており ま す。 それから 二つ目

と し て、ジョ ギン グなど軽い運動が楽し める 空間を 整備し ていく こ と 。三つ目と し て、駐

車場などの管理施設の整備を 想定し てございま す。  

 また、公園の出入口や主要動線におき ま し ては、 地形条件を 踏まえる と と も に、地形や

自然環境への影響に配慮し ながら 、 広く 周辺から のアク セスを 可能にし 、 各ゾ ーン の利

用やつながり を 考慮し て図に示し ている よ う に設定いたし ま し た。 ま た、 都市計画河川

に沿っ た歩行空間と の接続や連続性を 考慮する と と も に、 都市計画道路と 接する 箇所は、

公園利用者の出入り に加えまし て、 管理用車両の出入り も 考慮いたし ま し た。  

 ゾーニン グの説明は以上と なり ます。  

 今回の整備計画につき まし ては、こ こ ま での説明と なっ てございまし て、今回、整備計

画の大き な方向性を 確認する ため、 たたき 台と し て整備方針と ゾ ーニン グま でを お示し

さ せていただき まし た。本日は、こ れら の考え方につき まし て、委員の皆様方から ご意見

を いただき たいと 考えてございます。  

 最後に、 今後の予定についてご説明さ せていただき ます。  

 本日、９ 月１ ０ 日、整備計画を 諮問さ せていただき ま し た。次回は１ １ 月頃を めどに公

園審議会での審議、また現地視察を 考えており ます。こ の１ １ 月には、こ れから いただく

ご意見など を 踏ま えま し て、 改めて整備方針を お示し し ま すと と も に、 ゾーニン グの詳

細や施設計画、 運営計画等について取り ま と めていき たいと 考えてござ いま す。 さ ら に

年明けの１ 月頃には中間のま と めを ご審議いただき 、 その中間のま と めについて都民意

見の募集、いわゆる パブリ ッ ク コ メ ン ト を 実施し ていき たいと 考えており ます。続いて、

パブ リ ッ ク コ メ ン ト の意見を 踏ま えた最終案を 作成いたし ま し て、 令和４ 年５ 月頃に、

こ ち ら の公園審議会で審議の上、 答申を いただき たいと 考えてございま す。  

 本日は先ほど ご説明いたし ま し た、 たたき 台と し ての整備方針、 ま たゾーニン グの考

え方について、 特に今ご説明し たと こ ろ を 中心に委員の皆様方から ご意見を いただき た

いと 考えており ますので、 どう ぞご審議のほど よ ろ し く お願い申し 上げます。  

 私から は説明は以上と なり ま す。 よ ろ し く お願いし ます。  

○髙梨会長 あり がと う ございまし た。  

 ただいま 事務局のほう から 、 都市計画小田良谷戸公園の整備計画を 審議し ていく 上で

確認し ておかなく てはいけない事項と し て、位置付け、現況、課題と いっ たも のについて
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説明があり まし た。 また、 それを 踏ま えて目指すべき 姿と いいますか、 整備の方針、 ゾー

ニン グのたたき 台を 示し ていただいたと こ ろ でござ いま す。 特に本日は整備方針なり ゾ

ーニン グのたたき 台の部分についてご意見を いただければと 思いま すが、 初回でござ い

ま すので、 それにこ だわら ず、 様々な角度から ご質問なり ご意見を いただければ幸いで

ございます。  

 なお、 今日お二人の委員の方がご欠席なわけでござ いま すけれど も 、 委員の皆様から

ご意見、ご質問を 受ける 前に、 欠席さ れた委員の方から ご意見があれば、事務局のほう か

ら 紹介し ていただき たいと 思います。 よ ろ し く お願いし ます。  

○坂下計画課長 事務局から ご説明さ せていただき ます。  

 本日、欠席し ており ます坂井委員、藤田委員から 、今回の諮問いたし まし た整備計画に

対する ご意見を 頂戴し ており ま すので、 ご紹介さ せていただき ます。  

 まず、坂井委員でございます。坂井委員におかれまし ては、稲城ふれあいの森や牧場、

ま た商業施設など 、 周辺と の連携を 公園と し て積極的に進めてほし いと いう ご意見を い

ただいてございます。  

 また、藤田委員でございます。藤田委員も 同様のご意見ではございますが、本公園の目

指す姿を 向上さ せる 上で、 牧場や農地など 、 近隣の環境を 活用し 連携さ せる こ と は効果

的と 考えま す。 併せて、 その連携先に経営上のイ ン セン テ ィ ブ を 与える こ と ができ れば

地域活性化にも つながり 大変好まし いと ご意見を いただいており ます。  

 以上と なり ます。  

○髙梨会長 あり がと う ございまし た。  

 お二人の委員は、 エリ アマネジメ ン ト 的な視点から 公園の魅力を 向上さ せる ために、

周辺、 近隣の環境を 活用し 様々な連携を 図っ ていく と いう こ と が重要ではないかと いう

ご意見であり ます。 こ の意見は、 意見と し て議事録にと どめていき たいと 思いま す。  

 それでは、 本日、 ご出席の委員の皆様から ご質問、 ご意見を 伺いたいと 思います。 ご発

言を お願いし たいと 思いますが、 いかがでござ いまし ょ う か。  

 それでは、 梅沢委員どう ぞ。  

○梅沢委員 都民委員の梅沢です。 ど う ぞよ ろ し く お願いいたし ま す。 質問ではなく 意

見を 述べたいと 思いま す。  

 東京都内で唯一稲城市は都立公園がなかっ たと 聞いており ま す。 そこ で、 近隣住民に

も 親し ま れ、 今ま での公園にはない、 何か一つ特徴を 持っ た魅力のある 公園ができ ない
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かと 考えまし た。 歴史を たどれば、 稲城市は古代中世よ り 人が住み、 暮ら し 、 遺跡も 残っ

ており ます。丘陵地帯で多摩川の支流、 三沢川等が多く 、水場が得ら れやすい環境が集落

を 形成し たと 思います。  

 また、昔話、民話が少なく と も ２ ５ 話以上あり ます。 今回の小田良地域は民話の里と も

呼ばれ、 「 夜泣き 石」 「 と う がら し 稲荷」 「 光仙婆さ ん」 など、 稲城の昔話に収録さ れる

多く の逸話が残っ ています。 民話と 言えば、 皆さ んご存じ の「 かっ ぱ」 「 座敷童子」 で有

名な岩手県遠野市を 思い出し ま す。 遠野市には約９ ヘク タ ールの敷地に江戸から 明治に

建てら れた南部曲り 家など の古民家７ 棟を 移築し 、 田んぼや畑、 水車と 共に昔ながら の

農村風景を 再現し ている 遠野ふる さ と 村があり ます。  

大塚牧場や農園など、小田良には古き よ き 里山の風景が漂いま す。民話を 活用し て遠野

市のよ う な魅力を 打ち 出せないかと 思います。 例えば、こ れは私の一存ですけれども 、公

園の名称なども「 民話の里、 小田良谷戸公園」 と いう よ う な感じ ですね。 田んぼや畑の近

く に古民家、でき ればかやぶき の農家を 移築し まし て、三沢川と か、その支流に水車を 設

置し たり し て、 昔ながら の農村風景を 再現する 。 自然環境を でき る だけ壊さ ずに谷戸の

地形を 生かし た公園づく り ができ ればいいなと 考えまし た。  

 以上です。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 事務局から 何かコ メ ン ト ござ いますか。  

○坂下計画課長 事務局です。  

 今、 頂戴し た意見も 踏ま えま し て今後の審議に反映さ せていただき たいと 思いま す。

ま た、 今ご意見のあり まし た地域の歴史と いいますか、 そう いっ たも のは地域の大変貴

重な財産でござ いま す。 こ の公園内のこ と でなく ても 、 地域のこ と を 伝えていく 点から

は、 今回、 ゾ ーニン グの中でも 里山保全活動を 行う よ う な拠点の整備も 考えてござ いま

す。こ う し た施設を 活用し て、 例えば地域のこ と 、歴史のこ と を 伝える と いう こ と も 一つ

の例かなと 感じ たと こ ろ でござ います。  

 以上です。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 そう ですね。歴史、民俗的な資源も 生かし ていく と いう 視点、大変大切なこ と でござい

ますので、 よ ろ し く お願いし ま す。  

 ほかの委員の方、 ご意見やご質問はございま すか。  
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 曽根委員どう ぞ。  

○曽根委員 あり がと う ございます。  

 今度、 私、 都議会の環境・ 建設委員会の委員長に就任さ せていただき 、 こ の小田良谷戸

公園プ ラ ン について関わる こ と になり ま し たのは、 奇遇かなと 思っ ており ま すが。 私が

都議会議員になっ た頃の９ ０ 年代に、 実は、 当時は住宅港湾委員会と いう 常任委員会が

あり ま し て、 そこ が多摩ニュ ータ ウン 及びその周辺の開発について担当し ていたのです

が、 その中で、 坂浜平尾の開発構想があり まし て、 ち ょ う ど多摩ニュ ータ ウン の南側、 南

東側に位置し て、 それがこ の公園の地域がち ょ う どその中に含まれており まし た。  

開発そのも のは商業開発や宅地開発、 その一部はも う 既に一部出来上がっ てき ている

と 思いま すが、 全体と し ては財政難のためにその後かなり 頓挫し てき たと いう 経過があ

り ま すので、 今度はま たお金の都合で公園の大事な整備が遅れないよ う に、 そのこ と を

ぜひ都にお願いを し ておき たいと 。  

当時バブ ル崩壊と 阪神の大震災と 、 多摩ニュ ータ ウン の一部コ ン セプ ト が壊れてき た

と いう こ と も あっ て大分その影響を 受けたのですが、 多摩の開発は、 私たち はやはり 自

然環境を 大事にし ながら 、 特に公園の整備は極めて重要だと 思っ ており まし て、 その上

で、 今後、 １ １ 月頃と お話のあっ た現地視察も ぜひ、 私も 当時行き まし たけど 、 改めて現

地を 見さ せていただいて意見を 言っ ていき たいと 思います。  

と にかく 財政的な手当ては、 都立公園ですので東京都のほう でし っ かり やっ ていただ

き たいと いう こ と を ま ず第一にお願いし たいと いう こ と と 、 必要な子供たち や都民が親

し める 施設、 ト イ レ その他のち ゃ んと 管理さ れたも のと し て整備でき る よ う に、 その辺

については配慮を し ていただき たいと いう こ と 。  

 それから 谷戸と いう のは、も と も と は農業が支えていたも のですので、やはり 人の力、

こ の場合は営農場所ではないので、 やはり 地元の方々の協力の下で何ら かの農の、 生産

のこ と を やり ながら 、 その自然と 調和さ せていく と いう 形がう ま く 取れる よ う に、 東京

都はお金は出すがあま り 口は出さ ないで、 地元の方のいろ いろ な要望や意見を 尊重する

よ う にし ていただければと 思っ ていま す。  

 以上です。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 整備内容について、 そし て計画的な整備がき ち っ と でき る よ う に、 財源的な措置につ

いても し っ かり と いう よ う なご意見でござ いま し た。 こ れはま た次回の審議の際に反映
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し ていき たいと 思いま すので、よ ろ し く お願いいたし ます。それでよ ろ し いでし ょ う か。

あり がと う ございます。  

 それでは、 ほかの委員の方。  

○服部委員 服部でございます。  

○髙梨会長 では、 服部委員ど う ぞ。  

○服部委員 本当に、 東京の都心から 離れたと こ ろ で、 すばら し い公園造り ができ る の

ではないかと 思っ てと ても 期待を し ています。 こ れはも う 当たり 前のこ と ですけれども 、

安心・ 安全な公園造り を し ていただき たいと 思いま す。 こ の地域は老人ホームも たく さ

んある と 聞いており ま すので、 お年寄り の方たち も 楽し める よ う な落ち 着いた、 お子さ

んたち も 楽し める 、 皆さ んが楽し める いい公園にし ていただき たいと 思います。  

 それから 、 先ほど の曽根委員のほう から も お話があり ま し たけれど も 、 東京都の食料

自給率は１ ％です。 日本の食料自給率は３ ８ ％ですけれど も 、 特に東京は日本の中で食

料自給率が低いです。 ですから 、 こ の周辺はま だま だ畑と かそう いう も のがあり ま すの

で、 自然の農作物みたいなも のにも 皆様が触れ合っ ていただける よ う な部分を 造っ てい

ただき たいと 思います。  

そし て地球環境問題、今も う 本当に問題になっ ており ますけれども 、絶滅危惧種、こ ち

ら のほう にはたく さ んの絶滅危惧種も ま だある と いう こ と ですので、 自然保護のほう も

力を 入れていただき たいと 思いますので、 よ ろ し く お願いいたし ます。  

 以上です。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 そう ですね。安全・ 安心な公園造り と いう こ と と 、東京都の食料自給率が１ ％ですか。  

○服部委員 はい。  

○髙梨会長 そう ですね。 農業を やっ ている と こ ろ と いう のはほと んど見ないですよ ね。

ですから 、そう いう も のの大切さ も 体験でき る よ う な場になる と いいと 思いま す。では、

ただいま いただいたご意見も 反映する よ う な形で審議を 次回以降進めていき たいと 思い

ますので、 よ ろ し く お願いいたし ます。  

○服部委員 よ ろ し く お願いいたし ま す。  

○髙梨会長 それでは、 斎藤委員どう ぞ。  

○斎藤委員 斎藤です。  

 里山で農と 自然と いう こ と ですけれど も 、 現地を 見ていないのですが、 三沢川のレ ク
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リ エーショ ン エリ アと いう と こ ろ に、 今、 スラ イ ド １ １ の②ですかね。 農家があっ て、 多

分こ の地域で農と 自然と いう 意味では、 農家が少し 高みにあっ て、 畑から だんだん谷戸

の水田と かと いう グラ デーショ ン があっ て、 つながり ながら 里山が育ま れたよ う な場所

で、 東京の中でこ れだけ残っ ている と こ ろ と いう のはなかなかないので、 一つ一つは水

田だと かいろ いろ な形で活用する のはいいのですけど 、 それは結構ほかの公園でいろ い

ろ やら れている も のと 似ていて。  

こ のゾ ーン の三沢川のレ ク リ エーショ ン エリ アと 谷戸のふれあいゾ ーン を 、 里山と い

う 人と の関わり で一体的に関わる よ う な見方と いう 意味でのコ ン セプ ト と かゾ ーニン グ

の整備と いう こ と を 考えていただけたら なと いう か、 も っ たいないなと いう 感じ ですね。

１ ４ 、 １ ５ 、１ ６ の辺り のコ ン セプト が、何と なく 都のどこ の公園も 同じ よ う な雰囲気で

ま と めら れる よ う な雰囲気になっ ていて、 こ こ の特徴がぼんやり し てし まっ ている ので

はないかと いう 感じ がする ので、 次回、 現地を 見る と き にはその辺も 見せていただき た

いと 思っ ており ます。  

 こ のテ ーマと かコ ン セプ ト はいいのですけど 、 その次に実際にゾ ーニン グにつなげる

と き に、 やはり お年寄り と か子供がそこ で過ごすと いう 意味での農家と その周辺に近い

よ う なも のが、 三沢川のレ ク リ エーショ ン ゾ ーン の地形を 生かし てでき ないかなと 見て

聞いており まし た。  

 以上です。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 たたき 台で、 三沢川のレ ク リ エーショ ン ゾ ーン と 谷戸のふれあいゾ ーン を 区分し てい

る 要因と し て大き いのが、 こ れは京王線の鉄道路ですか。こ の辺、ゾ ーニン グのゾーン を

設定する に当たっ て、 どう いう 考え方を 取っ たかと いう こ と を 説明いただけますか。  

○坂下計画課長 事務局から ご説明さ せていただき ます。  

 特に三沢川レ ク リ エーショ ン ゾ ーン と その南側のエリ ア、 今、 会長から も お話がござ

いまし たが、中央に京王相模原線が通っ てございま す。今回、残念ながら 現地のほう を 見

ら れず、次回と なっ てござ いますが、京王線は高架になっ ている 部分と 、あと は丘陵部を

切り 開いて掘り 割り 状になっ た部分がござ いま す。 そう し たこ と から 、 先ほど の西側の

西小田良川沿いのと こ ろ は連続性が比較的保たれておる のですが、 全体的にはやはり 北

部と 南部で大き く 分かれる と いう と こ ろ で、 こ のよ う なゾ ーニン グを 一つたたき 台と し

て考えたと こ ろ でござ います。  
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 ま た、 南側のエリ アにつき ま し ては、 特別緑地保全地区と し ての稲城ふれあいの森と

いう 大き な雑木林の樹林帯がある と いう こ と でまずそのゾ ーン を 設け、 また、 一番南側

の紫色のと こ ろ は、 先ほど 写真でも お示し し たと おり 、 谷戸が広がっ ている と いう こ と

で、 その谷戸を 中心にその周辺の斜面も 含めた地形的な違いから 設定を さ せていただい

たと いう と こ ろ でござ います。  

 今、 斎藤委員から お話を 受けて、こ う いっ たゾ ーニン グで分けたのですが、つながり は

少ないと はいえ、 一番西側の部分は、 先ほど 西小田良川と いう 小さ い川でつながっ てい

る のは事実ですので、 そこ のつながり の部分を う ま く 三沢川レ ク リ エーショ ン ゾ ーン に

も 広げて、 一体的な里山的な環境と いう も のを 取り 入れる こ と は考えら れる かなと は今

聞いていて感じ たと こ ろ でござ います。  

 以上です。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 また、現地を 次回見た折に、 どう いう 一体性の確保が可能なのか、ご議論いただき たい

と 思いますので、 よ ろ し く お願いし たいと 思います。  

 ほかの委員の方どう ぞ。  

○一ノ 瀬委員 一ノ 瀬です。  

○髙梨会長 一ノ 瀬委員どう ぞ。  

○一ノ 瀬委員 一ノ 瀬です。  

 私から は２ 点ほど あり ま す。 質問と いう よ り は意見を 申し 上げさ せていただければと

思います。  

 私も 現地を ま だ拝見し ていないのですけれど も 、 今回すばら し い都立公園が出来上が

る のではないかと 思っ て非常に期待を し ている と こ ろ です。  

 ま ず１ 点目ですけれども 、 現状の図を 拝見し て、 既に水田と し て利用さ れている よ う

な谷戸の谷がある のかなと 思う のですが、 今コ ン セプ ト の中では、 保全であっ たり 利用

と いう 側面から 書いていただいていま すけれど も 、 さ ら に加えて、 昨今集中豪雨も 増え

て排水処理と いいますか、 洪水対策が非常に重要になっ ている と いう こ と を 考えますと 、

こ の公園の用地の中も 、 先ほど 小田良川は５ ０ mm 対応でこ れから 整備を さ れる と 伺っ た

と こ ろ ではある のですが、 谷戸の部分の水田を 中心と し た農地、 森林地区も も ち ろ んで

すけれど も 、 地下への浸透であっ たり と か、 豪雨時の貯水と いう こ と で洪水防止を する

機能、 いわゆる 今グリ ーン イ ン フ ラ と 言われたり 、 ある いはＥ ｃ ｏ －Ｄ Ｒ Ｒ と 言われて
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いる のですけれど も 、 そう いっ た機能も 十分に発揮し 得る のではないかなと 思いま すの

で、 ぜひ整備の中でその視点も 配慮いただけたら なと 思っ ています。  

特に水田と し て使っ ている と こ ろ 、 かつ直接見る 限り においては放棄を さ れている の

かど う なのかなと 思う 、 も っ と 上のほう も ある のですけれど も 、 水田のよ う な状況にな

っ ていれば水を ためる こ と ができ ま すし 、 そのまま では田んぼダムみたいにはなら ない

のですけれど も 、 そう いっ たこ と も 検討いただく と いいのではないかなと 思っ ており ま

す。 こ れが１ 点目です。  

 ２ 点目は、 こ れまでのご説明、 特に生物、 主には植生ですけれども 、 まず植生図を 拝見

する と 、外来種ある いはク ズ、 竹の問題がある のかなと 拝見し まし た。特にこ の植生図の

中だと オオブ タ ク サがその谷戸の上部に繁茂し ている よ う ですし 、 多分特に外来種の管

理は一つ整備の中で重要なポイ ン ト で、 その後の維持管理においても 重要になる かと 思

います。  

ただ一方で、竹林がこ こ で困っ たも のですと お話も あっ たのですけれども 、例えば、こ

こ ではフ ク ロ ウがいる のかど う か現状分から ないのですけれど も 、 最近、 私ど も 学生と

やっ ている 研究では、 昼の間フ ク ロ ウが竹林の中で寝ている と いいま すか、 休憩する よ

う な場所と し て使っ ていたり と いう よ う なこ と も あり ま すので、 竹林も 適切に管理さ れ

ればタ ケノ コ を 取っ たり と かと いう こ と も でき ますので、 そう いっ たと こ ろ も 趣旨的に

外来種を 含め管理し なければいけないも のと 、 適度に管理し て利用し ていく よ う な工夫

も 必要なのかなと 思いますので、 こ れは今の段階ではないと 思いま すけれど も 、 外来種

等の管理について検討いただければと 思います。  

 以上です。  

○髙梨会長 あり がと う ございまし た。  

 防災と いう 観点を 取り 入れて整備計画を 考えていく と いう こ と と 、 それと 維持管理の

段階になり ま すけれど も 、 外来種の取扱いと いう よ う なこ と についても 慎重に取り 扱っ

ていく 必要がある と いう こ と だと 思います。  

私の知っ ている 限り は、 こ の辺の竹林は農家のいろ いろ な農作業の資材を 確保し たり 、

生活の上で様々な形で使用し たり さ れていた。 それが放置さ れて繁茂し てし ま っ ている

と いう こ と だと 思いま すので、 そう いっ たこ と から いく と 、 ど う いう よ う な管理を し て

いく かと いう のが一つの課題であろ う かと 思います。 ま た、 次回以降ご指摘いただけれ

ばと 思いますので、 よ ろ し く お願いいたし ます。  
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 ほかの委員の方でご発言はございま すか。  

 羽山委員どう ぞ。  

○羽山委員 あり がと う ございます。  

 私から 、 先ほど 課題と し てご説明があり ま し たけど 、 管理体制についてお尋ねし たい

と 思います。私は問題点が二つある と 思いまし て、 一つはナラ 枯れの問題ですね。高尾の

国定公園のほう では、 かなり 早い段階から 薬剤注入など の対策が始ま っ ていま し たけれ

ども 、 特に多摩丘陵は、 今、 爆発的にこ のナラ 枯れが広がっ ていて、 個別の公園の問題と

いう よ り は、 多摩地域の都市公園を ど のよ う に対策し ていく か、 個別の指定管理だけで

は対応し 切れないのではないかな。こ う いっ たこ と を 、今後、東京都のほう でどう いう 体

制で取り 組まれる 予定なのか、 その辺り を お伺いし たいと 。  

 も う １ 点は、 こ の稲城の地域と いう のは、 アラ イ グマを はじ めと し た外来の動物が非

常に多い高密度な地域で、 こ れも こ う いっ た希少種、 特に水生動物がいる よ う な地域の

場合、 外来種の管理と いう のが非常に重要になる と 思う のですが、 こ れも やはり 個別の

対策、 ある いはこ の公園内だけの対策では対応し 切れま せんので、 その辺り ど う いう 体

制で臨まれる のか、 その辺り を 教えて下さ い。  

 以上です。  

○髙梨会長 こ れは事務局のほう で、 ナラ 枯れ対策ある いは特定外来種、 外来生物の駆

除だと か、 いろ いろ な体制、 情報と し て持っ ており ま し たら 説明いただけま すでし ょ う

か。  

○米田公園建設課長 公園建設課長の米田です。 よ ろ し く お願いし ます。  

 私から 、 都立公園における ナラ 枯れの現状、 対応についてお答えを いたし ます。  

 ご指摘があっ たと おり 、 都立公園の中でも かなり ナラ 枯れが発生し ており ま すが、 現

状の対応と いたし ま し ては、 既に枯損し たも のについて伐採する 。 それは指定管理業務

の範囲だけではなく て、別途予算を 取っ て対応を し ています。ただ、被害の拡大に対し て

取れる 対策と し てはなかなか限界がある と いう 状況がござ いま し て、 公園利用に対し て

安全・ 安心の観点から 、特に沿路沿いの枯損木等について伐採し 、チッ プ化を し て中で繁

殖し ないよ う な対応を 取っ ています。  

実際のと こ ろ は都内、都立公園ではない樹林地であっ たり 、民地の樹林地等が多いも の

ですから 、 なかなか都立公園の中だけで薬剤注入である と か、 そう いう 対策を 取っ ても

効果が限定的である と いう 、 お金も かかり ま すし 、 そう いう 観点から なかなか現状対応
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ができ ていないと いう 状況です。  

一方、 都全体と し てナラ 枯れに対し てど う いう ふう に取り 組んでいく かと いう こ と に

ついては、 ま だ都と し ての対策と いう のは明ら かにさ れていない状況ですので、 都立公

園と し ては取れる 対策を 今やっ ている と いう 状況です。 よ ろ し く お願いし ます。  

○坂下計画課長 も う １ 点アラ イ グマに関する ご意見でござ いま し た。 アラ イ グマ、 外

来種、 非常に大き な問題と 東京都でも 捉えてございま す。 こ ち ら 東京都の外来種対策を

所管し てござ いま す環境局のほう では、 東京都のアラ イ グマの防除実施計画を 作成し て

いる と こ ろ でござ いま し て、 地元区市町村と 連携し ながら 取り 組んでいる と 聞いてござ

います。  

こ ち ら も 都立公園と し て、 今後整備・ 管理と いっ た状態になっ たと き には、地元市町村

と も 連携し ながら 、 外来種、 特に広域に動く よ う な動物について連携を 取れる よ う な体

制を 考えてまいり たいと 思いま す。  

 以上です。  

○髙梨会長 羽山委員、 よ ろ し いですか。  

○羽山委員 あり がと う ございまし た。  

○髙梨会長 どう も あり がと う ございます。  

○柳井副会長 柳井ですけれど も 、 よ ろ し いでし ょ う か。  

○髙梨会長 柳井委員どう ぞ。  

○柳井副会長 時間がないので簡単に。  

 やはり 管理を き ち んと する と いう こ と が、 先ほど お話があり ま し たけど、 グリ ーン イ

ン フ ラ と かいろ いろ な役割を 発揮する と いう こ と が前提だろ う なと 思います。 そう いっ

た意味で、管理の担い手、既存の団体も あり ますけれど も 、管理の担い手を 育てていく と

いう よ う なこ と 、 それが大事なのかなと 、 整備と は関係ないかも し れないのですけど 大

事だろ う と 思いま す。 だから そう いっ た管理の担い手、 地域の方々だっ たり 学校だっ た

り いろ いろ 可能性がある と 思う のですが、 それを 持続的に育てていける 、 ある いは管理

の担い手と し て活動する こ と が楽し み、 ホスト 的な楽し みにつながる と いう か、 そう い

う ふう な観点でど う いう 機能がこ こ に入れら れたら いいのかなと いう のを 考えてほし い

なと いう のが１ 点です。  

 それから 、つなぐ と いう こ と で言う と 、管理する と いろ いろ な発生材が出てき て、資源

循環みたいなこ と と いう のが出てく る 。 こ れが農と つながっ たり 食と つながっ たり 、 近
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く に牧場があっ て何かでき る のではないかと か、いろ いろ な「 つながる 」 と いう こ と に関

し て、 可能性が出てく る のではないかなと 思っ ています。 現状、「 繋ぐ 」 は交流と かイ ベ

ン ト と か、 そう いう 観点で説明さ れている と 思う のですけど 、 そう いう 資源でつながる

と いう よ う なこ と 。 し かも 近隣にいろ いろ な商店だと か牧場と か可能性がある と こ ろ が

ある と 思う ので、 そう いっ た観点も 少し 考えていただければいいのかなと 思いま し た。  

 すみません。 以上です。 こ れは意見です。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 意見と いう こ と でございますので。 ち なみに、 東京都のほう で、 今、 担い手の育成です

と か、 ある いは資源循環ですと か、都立公園でど んな取組を し ている か、本当に簡単で結

構ですから 、 ご紹介いただけま すか。  

○坂下計画課長 担い手育成と いう こ と では、 都立公園でも ほかにも 様々な丘陵地、 こ

う いっ た里山の公園がござ いま し て、 地元住民ある いは地域のボラ ン テ ィ ア団体、 そう

いっ たも のと 連携し た管理を 行っ ている と こ ろ がござ いま す。 ま たその辺り の運営も 、

現在指定管理者制度が入っ ている こ と も あっ て、 指定管理者のほう で実施し ていただい

ている と こ ろ も 多いのですが、 今回、 いろ いろ なご提案、 ご意見いただいており ます。 こ

の小田良谷戸公園の整備、 将来的にこ う いっ た環境を 維持し ていく に当たっ て、 ど う い

っ た管理、 担い手の育成、 こ れを 都と し てど う 捉えてやっ ていく べき かと いう のを 改め

て検討さ せていただき たいと 思います。  

 また、 資源循環につき まし ても 、 こ う し た里山の管理の中では、 一部雑木林の更新、 そ

う いっ たも のがござ います。 それを 公園利用者にも 楽し みながら 、 う ま く 廃材の利用を

さ せていただいたり 、 園内施設に利活用する と いっ たこ と も 取り 組んでいる と こ ろ では

ござ いま す。 こ ち ら につき ま し ても 、 こ こ の小田良谷戸公園でど う いっ た取組ができ る

かを 考えさ せていただければと 思いま す。  

 以上です。  

○髙梨会長 柳井委員、 よ ろ し いですか。  

○柳井副会長 結構です。 あり がと う ございま し た。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 ほかの委員の方、 ご発言ござ いますか。  

○西川委員 西川です。  

○髙梨会長 西川委員どう ぞ。  
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○西川委員 すみません。 西川です。  

 小田良谷戸公園は高層住宅が並ぶ多摩ニュ ータ ウン にあっ て、 非常に貴重な緑地であ

る と 思います。計画区域内には既存樹林と か農地や、それから 近隣に牧場なども あっ て、

非常に表情豊かな公園になる だろ う と 期待し ていま すけれど も 、 一つ細かいこ と で申し

訳ないですが、質問ですけれども 、三沢川レ ク リ エーショ ン ゾーン のと こ ろ で、水辺と 親

し める 空間と なっ ている のですけれど も 、 三沢川の周辺の写真を 拝見する 限り 、 草が生

い茂っ ていたり し て、 ち ょ っ と 親し める と いう 感じ の状況ではなさ そう に見える のです

が、 予定さ れている 河川改修で敷地の造成と いう ご説明も あっ たと 思う のですけれども 、

こ のよ う な親し める 水辺と いう 点を 勘案し たかなり ド ラ ステ ィ ッ ク な改修と いう のが計

画さ れている と 理解し てよ ろ し いのでし ょ う か。  

 以上です。  

○髙梨会長 水辺と 親し める 空間と いう 、 その趣旨を ご説明いただけま すか。  

○坂下計画課長 今のご質問でござ いま すが、 ち ょ う ど 北側の三沢川レ ク リ エーショ ン

ゾ ーン のと こ ろ には、 南側から 流れる 西小田良川と いう 谷戸の小さ な小川、 水路が現況

の三沢川に流れ込んでいる と いう 状況になっ ていま す。 そう いっ たこ と から 、 北側のエ

リ アにおいても こ の西小田良川、 こ う いっ たと こ ろ を う ま く 生かせないか。 ある いは三

沢川におき ま し ては、 現在は現況の河川があり まし て、 それがさ ら に都市計画河川と し

ての改修がさ れる と 。 その際に、 いわゆる 現況河川の部分がやはり 残る と いう こ と にな

り ま すので、 こ こ の部分が西小田良川と も つながっ ている 部分になっ てござ いま す。 こ

う いっ た現況河川と か西小田良川のつながり の部分、 こ う いっ たと こ ろ を う ま く 公園利

用者が水辺と 親し める よ う なエリ アにでき ないかと いう よ う な考えから 先ほど のゾ ーン

の説明と さ せていただいたと こ ろ でございます。  

○髙梨会長 よ ろ し いでし ょ う か。 今後の整備計画の中で水辺と 親し める よ う にし てい

こ う と いう 、 そう いう こ と でございま すのでよ ろ し いでし ょ う か。  

○西川委員 そう し ま すと 、 今後も う 少し 詳し く ど う いう 改修になる かと いう のは明ら

かになる と いう こ と ですよ ね。  

○髙梨会長 そう いう こ と ですね。 公園側と し てど う いう よ う な取組を する かと いう こ

と になる と 思いますので、 よ ろ し く お願いいたし ます。  

○西川委員 分かり ま し た。 あり がと う ございます。  

○髙梨会長 それでは、 押田委員どう ぞ。  
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○押田委員 すみません。 あり がと う ございま す。  

 既にある 程度の話が出て、 簡単にコ メ ン ト だけさ せていただき たいのですけれど も 、

既に周辺の緑地等見ている と 、 動いている 団体も ある と は思いま すけれども 、 早めにや

はり 先ほど の柳井先生のお話にあっ たよ う に、 担い手づく り に取り かかっ たほう がいい

のかなと 思いまし た。  

やはり 楽し める コ ン セプト のと こ ろ ですと か、 やはり ど う し ても 他と 似通っ てし ま う

のは、 タ ーゲッ ト がはっ き り し ていないと いう のを すごく 感じ る ので、 実はこ こ の近く

にう ち の大学のグラ ウン ド がある ので多少周辺の地の利はある のですけれど も 、 やはり

来る 方の層と いう のは結構遠方から になる と 思う ので、 そう いっ た方々がど う 来てど う

いう ふう に関わる のかと いう のを 早めにある 程度計画し ていただける と 、 よ り 公園のコ

ン セプト と いう のも 固まっ てく る のかなと 思います。  

 以上です。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 そのタ ーゲッ ト など について、 事務局のほう で何かコ メ ン ト あり ますか。  

○坂下計画課長 都立公園ですので、広域的な利用、そう いっ た形でこ の里山の環境、親

し んでいただき たいと いう こ と と 、 ま た一方では、 先ほど の現在近隣の方で地域の方が

こ こ の谷戸の管理にも 携わっ ていて地域のこ と を よ く 知っ ている 。 周辺の区画整理事業

等によ り 新し い住民の方も 増えていく と いう こ と で、 近く から 、 ま た広域にわたる ま で

そう いっ た方がなかなか身近ではなかっ たこ う いっ た里山の環境に触れる も のにでき れ

ばと 考えてござ いま すが、 具体的なタ ーゲッ ト と いう 意味では、 も う 少し 先生方のご意

見を 踏まえて考えていき たいと 考えており ます。  

○髙梨会長 よ ろ し いでし ょ う か。 そう いう こ と で今後詰めていく と いう こ と でござ い

ますので。  

○押田委員 例えば、 同じ 多摩丘陵周辺にある 都立公園の中でも 、 やはり 里山だっ たり

と か、 コ ン セプ ト で挙げている と こ ろ と タ ーゲッ ト がかぶっ てし ま う と 、 結局新し く 魅

力的な公園を 造っ ても 理解さ れないと 思う のですよ ね。ですから 、やはり その辺、タ ーゲ

ッ ト も ど こ の辺から ど んな層がと いう のを つく っ ていただける と よ り 魅力が伝わる ので

はないかと 思います。 最後は感想です。  

 失礼し ます。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  
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 残さ れた時間がそう ないのですが、 ま だご発言さ れてない委員の方から ご意見なり ご

質問を いただき たいと 思いま す。 指名さ せていただいて、 石川委員いかがでござ いま す

か。  

○石川委員 すみません。 あり がと う ございま す。  

１ 分ぐ ら いでお話し し たいと 思います。  

 担い手の話は私も 同感です。それ以外に２ 点ござ います。１ 点は、先ほど一ノ 瀬委員も

おっ し ゃ っ ていたよ う に、 グリ ーン イ ン フ ラ のと こ ろ から の防災と いう よ う なこ と は、

私も 防災の専門を し ていま すれど も 、 すごく 大事な視点なのではないかなと 思いま す。

それと 併せて、 やはり 最近集中豪雨など で、 現地に行っ てないのでち ょ っ と 違う かも し

れないのですけれども 、中・ 小河川だっ たり 、すごく 小さ な河川で死亡事故が起き たり と

いう こ と も あっ たり し ます。なので、画一的な防災と いう よ り は、ソ フ ト なと こ ろ でモニ

タ リ ン グを し たり 、 し っ かり マネジメ ン ト を し たり する こ と で安全・ 安心を 保つにはど

う し たら いいのかなと いう こ と も 考えていく 必要がある かなと 思います。  

 あと も う １ 点は、 ゾ ーニン グですけれど も 、 学習エリ アと それ以外の二つのエリ アの

つながり のと こ ろ にあり ま す。 こ れ管轄が都と 市で変わっ ていたり し ま すし 、 市のほう

の学習エリ アのと こ ろ は今ク ロ ーズド になっ ている と 思いま す。 こ れを オープ ン と ク ロ

ーズド になっ ている と こ ろ を ど う いう ふう に連結し ていく のかと か、 そう いっ たと こ ろ

も 今後話し 合っ ていかなく てはいけないこ と なのではないかなと 思いま す。  

 以上です。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 そう ですね。 都と 市と の役割分担と 、 ど う いう 形でこ の空間全体を 運営し ていく かと

いう こ と 、 新たな仕組みも 必要なのではないかなと いう 感じ がし ま すので、 その辺も 検

討事項で詰めていただき たいと 思いま す。  

 それでは、 八塩委員いかがでございますか。  

○八塩委員 も う 随分、 議論が多角的に出ていたので重なる と こ ろ がある と 思いま すけ

れど も 、 今ま でこ の委員と し て見てき た公園の中でも 、 自然と そし て農と いう と こ ろ は

なかっ たポイ ン ト だと 思いま す。 ですから 、 こ の公園にと っ てのブ ラ ン ド と いう 意味で

農と いう のはブ ラ ン ド 資産になり 得る と 思いま すので、 そこ を ど のよ う に生かし ていく

のかと いう こ と と 、 あと コ ミ ュ ニケーショ ン 上どう いう ふう に利用し ていく のか、 活用

し ていく のかと いう と こ ろ を 工夫し ていただける と 、 ほかの公園と 差別化さ れた面白い
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特徴を 持っ た農も 含めたよ い公園になる のではないかなと 思わせら れま し た。  

教育水田的なこ と と か、学習の農業みたいなこ と と かと いう 視点ですよ ね。そこ も 含め

る と と ても よ いも のができ る のではないかなと 思いま す。 だから 私は、 農はすごく 魅力

的だなと 思いま す。 今後ど う いう ふう に詳細を 詰めていかれる のかなと いう と こ ろ を 非

常に興味深く 見守ら せていただき たいと 思いま す。  

 以上です。 あり がと う ございます。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 そう ですね。 やはり 特色ある 公園と する と いう こ と が大切だと 思いま すので、 ただい

ま の農を 生かすと か、 そう いう よ う な発想も 取り 入れたよ う な新し い公園になる と いい

ですね。  

 それでは、 あり がと う ございまし た。  

 あと 、 五十嵐委員ど う ぞ。  

○五十嵐委員 あり がと う ござ います。 私も 簡単に。  

 都立公園ですから 、 やはり 東京都全体の緑のネッ ト ワーク 、 グリ ーン イ ン フ ラ の中で

ど う いう 位置付けを 持たせる のかと いう 視点、 それから 、 皆さ んから お話が出ていま し

たけれど も 、 自然を ど う 維持管理し ていく かと いう 点と 、 利用運営のと こ ろ の計画のバ

ラ ン ス、 こ こ はかなり 難し いと 思いま すけど 、 し っ かり 議論さ せていただき たいと 思い

ます。 どう ぞよ ろ し く お願いし ます。  

○髙梨会長 あり がと う ございます。  

 今日は、 笹本委員の代理と し て熊谷財産管理官がご出席でござ いま すけれど も 、 何か

あれば一言お願いし ま す。  

○熊谷委員代理 委員の皆様の大変貴重なご意見を 伺いま し て大変勉強になり ま し た。

こ の点については、 関係先で共有さ せていただき たいと 思いま す。  

 以上でございます。  

○髙梨会長 あり がと う ございまし た。  

 大変いろ いろ なご意見を いただき あり がと う ござ いま す。 時間が参り まし たので、 こ

の議案につき まし ては審議を 終了と さ せていただき たいと 思います。  

 それでは、 こ れを も ち まし て本日の議事は終了と いたし ます。  

 進行を 事務局のほう にお返し し ます。 どう ぞよ ろ し く お願いいたし ま す。  

○田中管理課長 ご審議、 大変にあり がと う ございまし た。  
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 それでは、 以上を も ち ま し て本日の会議を 終了いたし ま す。 本日は誠にあり がと う ご

ざいまし た。  

○髙梨会長 あり がと う ございまし た。  

 

 

 

 


